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研究成果の概要（和文）：死傷者を伴う交通事故が依然として多数発生している中、支援の対象とすべき交通事
故被害者を、できるだけ早期に発見するための指標を明らかにする必要がある。本研究では、交通事故負傷者
156人に対して、事故直後に詳細な交通事故例調査を実施するとともに、事故平均44日後に134人から、１年後に
67人から精神健康上の問題等の調査データを収集し、事故１年後の精神健康上の問題を予測する指標を分析し
た。

研究成果の概要（英文）：Every year, many motor vehicle accidents (MVAs) involving injuries continue 
to occur in Japan, and the Japanese government says that it will comprehensively and systematically 
implement measures for traffic accident victims. Therefore, it is especially needed to find 
predictors for early detection of subsequent need of support in MVA victims. In this study, we 
conducted an in depth MVA case study of 156 injury MVAs, and two follow-up assessments to 
investigate the mental health problems of those injured in the accidents. In the follow-ups on 
average 44 days after the accident and one year after the accident, data of 134 cases and 67 cases 
were obtained respectively, and we performed a statistical analysis using mental health problems as 
the dependent variable. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
トラウマ体験からの回復に関するデータを追跡調査の方法により収集し、諸外国の研究と比較可能なデータを得
た本研究の学術的意義は大きい。また、第10次交通安全基本計画では、犯罪被害者等基本法等の下、交通事故被
害者等のための施策を総合的かつ計画的に推進するとされているところ、より適切な交通事故被害者支援を可能
とするための知見を得た本研究の社会的意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 国内の問題 
 犯罪被害者等基本法において，交通事故被害者は犯罪被害者支援の重要な対象のひとつであ
るほか，第９次交通安全基本計画においても，「交通事故被害者支援の充実強化」が，交通安全
対策の重要な柱のひとつとされている。交通事故の発生件数は減少しているが，2016 年中の交
通事故による重傷者は４万４千人と依然として多いほか，集団登校中の児童と保護者 10 人が
死傷した事故（2014 年・京都）や，ツアーバスの乗員乗客 46 人が死傷した高速道路の事故（2012 
年・群馬）など，多数の死傷者が発生する重大な事故が毎年発生している。支援を必要とする
交通事故被害者に，支援が十分に行き届いていない可能性もある。 
(2) 学術的研究の指摘 
交通事故の被害には，身体の傷害や事故の被害に伴う収入の減少だけではなく，PTSD
（Posttraumatic Stress Disorder）などの精神健康上の問題や事故後の社会的な不適応などの
心理・社会的な問題がある。 
これまでの研究によると，トラウマ体験後における心理・社会的な問題の大きさの時間的経
過には４つの類型が存在するとされる。最も一般的な類型は，事故直後には一定の症状がみら
れるが，時間経過とともに症状が低減する急性型である。一方で，時間が経過しても症状が軽
減しない慢性型もある。精神的な後遺症が慢性化しやすい要因としては，事故時に感じた恐怖
感の大きさなどが指摘されている。 
最近では，急性期の症状は顕著ではないが，時間の経過後に症状が強くなる遅発型に，専門
家の関心が集まっている。事故後の社会的サポートが少ないと遅発しやすいとされるほか 1)，
自然災害の被災者を対象とした研究によると，災害の体験から時間が経過したほうが，災害に
より失った仕事や社会の人間関係などが強く意識されるようになるので，症状が遅発するとの
指摘がある 2)。また，最近では，症状が顕著でない軽症型との比較にも関心が集まっている。
軽症型である人の特徴として，レジリエンスと言われる困難への対処行動が，適応を良くする
という知見もある。米国の文献レビュー3)によると，重大な交通事故を体験した人のうちで PTSD 
と診断されるのは概ね 30％程度であり，大部分の人は急性型あるいは軽症型であるとされる。 
 
２．研究の目的 
我が国の交通事故の被害者支援の現場では，支援に重点を置くべき被害者を見極める客観的
な指標がない。特に，急性期の症状が顕著でないが症状が遅れて表れる遅発型は，症状が一貫
して軽微な軽症型と，事故から間もない時期においては区別がつかず，見逃されている可能性
もある。本研究では，交通事故で重傷を負った人を事故から間もない時期から１年後までの追
跡調査により得られたデータに基づき，急性期から継続的に支援を行うべき交通事故被害者を
早期に見極める医学・心理・社会的な指標を発見する。本研究で得られる指標に基づく支援を
行うことで，交通事故被害者のより適切な支援が可能になる。 
 
３．研究の方法 
 図１に本研究の方法を示す。本研究の特徴は，交通事故についての詳細な事故例調査のデー
タと，国際的な評価方法で調査した精神健康上の問題及び関連する要因を分析することにある。
まず，交通事故の発生時に，交通事故の内容についての情報の他に，衝突の衝撃などの衝突デ
ータ，身体の傷害データを調査した。これらの調査は，交通事故調査を専門とする公益財団法
人交通事故総合分析センターの調査チームが行った。交通事故の発生から１～２ヶ月以内に，
交通事故の負傷者を対象に質問紙により初回の追跡調査を行い，急性期のトラウマ症状，社会
的サポート及びレジリエンス等の心理・社会的な適応の状況を調査した。１年後に同じ対象者
に，初回の追跡調査とほぼ同じ内容の調査を実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 本研究の方法  
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４．研究成果 
(1) 精神健康上の問題の疑い 
図２に，精神健康上の重篤な問題を疑われた人の割合を示す。精神健康上の重篤な問題が疑
われた人は，初回の追跡調査では 22％，１年後の追跡調査では 27％と，全体からみると比較的
少数であったが，この割合は，１年後の追跡調査において，むしろ増加していた。この結果は，
時間が経過するほど精神健康上の問題が小さくなるとは，一概に言えないことを示す。 
対象者の 63％は，初回の追跡調査においても１年後の追跡調査においても，重篤な問題の疑
いがない軽症型であった。これらの人は，ストレスに対して一定の抵抗力がある人だと考えら
れる。また，初回の追跡調査で重篤な問題の疑いがあった人の約半数は，１年後の追跡調査で
回復が見られ，症状は重篤でなくなった。これらの人は，急性型と考えられ，自力でストレス
から回復可能な人であると考えらえる。 
一方で，全体の 12％の人は，初回の追跡調査と１年後の追跡調査の両方において，重篤な精
神的健康上の問題が疑われる人であり，継続した支援が必要な人であると考えらえる。また，
全体の 15％の人は，初回の追跡調査では問題が疑われなかったが，１年後の追跡調査で精神健
康上の問題が疑われた人であり，これらの人は，事故直後では，精神健康上の問題が少なくと
も外見からはわかりにくいために，支援の対象から漏れやすいと考えられる。これらの 27％が，
継続支援が必要な人と考えられる。 
 
(2) 精神健康上の問題の予測指標 
図３に，精神健康上の問題の予測指標に関する分析結果を示す。年齢が高いほど，精神健康
上の問題が大きい傾向であったが，年齢の影響は，初回の追跡調査よりも１年後の追跡調査の
ほうが，大きかった。高齢者では，精神健康上の問題からの回復が遅いことを示すと考えられ
る。 
車両と傷害に関する指標の影響は比較的弱かった。この結果は，車両の損壊が軽微であり，
身体の傷害が軽かったとしても，必ずしも精神健康上の問題が発生しないわけではないことを
示す。 
周トラウマ期（事故直後）の反応の影響は，初回の追跡調査のほうが強い傾向であり，事故
の恐怖感などの事故直後の感情の変化の影響は，時間が経つと弱まると考えられる。一方，レ
ジリエンスは，１年後の追跡調査のほうが強い傾向であり，時間が経過するほど，ストレスへ
の抵抗力の個人差の影響が大きくなるものと考えられる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 精神健康上の問題の類型            図３ 精神健康上の問題の予測指標 

 
(3) 考察 
本研究では，交通事故体験後の精神健康上の問題の継続変化等について，トラウマティック・
ストレスに関する海外の研究による学説に概ね一貫する結果が得られた。交通事故の直後にお
いては，事故による恐怖感等の影響と考えらえる精神健康上の問題がより顕著だが，時間の経
過に伴い，その人のストレスに対する抵抗力や周囲の環境の影響と考えらえる精神健康上の問
題が，より顕著になると考えられる。交通事故による身体の傷害が軽いから精神健康上の重篤
な問題が生じない，というわけではない。また，交通事故から時間が経過してからのほうが，
精神健康上の問題が，かえって大きい人もいる。身体の傷害が重い人だけに注目する，事故直
後の人だけに注目するなどしていると，支援が必要な人を見逃す可能性があると考えらえる。
先入観にとらわれず，研究データに基づく正しい情報を，支援を担当する専門家の間で共有す
るなどして，支援が必要な人を見逃さないようにする必要があると考えらえる。 
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